
【５学年部会で大切にしたいこと】
　自分とのかかわりで捉えること

【指導案検討（笹野台小　田中先生）】

〇グループでの協議

● 導入で花粉症を取り上げることは、人工林に対してマイ

ナスなイメージを与えてしまうので難しい。

● ＩさんとＮさんの話を両方児童に聞かせる活動を予定して

いるが、Nさんの営みにフォーカスすることで、森林の保

護・育成に従事する人々の工夫や努力に迫ることができ

るのではないか。

〇担当校長先生より

● ５年生の林業の学習は、全国の林業としての視点が必

要である。

● 導入で花粉症を扱うことは、個人的な問題もあるので難

しい。

● 本時に納得解とあるが、納得解を出すことは難しい。教

師自身がどんな答えを持っているかが大切。

● それぞれの立場の思いは大切。子どもたちが資料等か

ら読み取って捉えていけるとよい。

【指導案検討（山元小　結城先生）】
〇グループでの協議

● 本来の合流地点の川を堰き止めるなど、大掛かりな工事でインパ

クトがある。

● 本時の学習問題「小田川の合流地点を変えた国の対策について

どう考えるのか話し合おう」については、どんな立場でどんなこと

を児童が話すのか考える必要がある。

● ６，７時間目の学習問題に関連して、継続的な大雨については想

定していたが、突然の線状降水帯で一気に満水になってしまった

という部分が想定外だった。

〇担当校長先生より

● どうやって自分ごとにするかというところがポイントである。先生の

熱があるか、あとは最近のニュースなどと絡めていけば自分ごと

になるのではないか。

● 「日本の自然災害の特徴」について、みんなで考えられるようにし

ていきたい。内容が難しいため、子どもたちがどう問いをつくるの

か、何を見せるのか、といったことを、しっかり考えるとよい。話題

になっていた模型については、手立てとしてよいのではないか。 


